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10連休（2019年4月27日～5月6日）の伊勢神宮 
88万200人参拝 

• 平成最後の4日間（4月27日～30日） 31万8千人 

• 5月1日は17万4千人 

• 伊勢市の人口 12万7千人 

→現地の人口以上の多人数が集中！ 

マスギャザリング 
「一定期間、制限された地域において、同一目的で集合 
した多人数の集団」 

日本集団災害医学会（現在：日本災害医学会）  



過去のマスギャザリング・イベントにおける
感染症 

 
イスラム教のメッカ巡礼 
世界スカウトジャンボリー 
近年のオリンピック大会 

 
 ・呼吸器感染症（インフルエンザなど） 
 ・食物・水に関連した消化管感染症（ノロウイルスなど） 
 ・蚊媒介感染症（ジカ熱など） 
 ・麻しん 風しん 流行性耳下腺炎 
 ・髄膜炎菌感染症 など 



G7 伊勢志摩サミット 2016 

• 開催日：2016年5月26日, 27日 

• 場 所：三重県伊勢市、志摩市 

• メイン会場：志摩観光ホテル（志摩市賢島） 

• 参加国：G7（フランス、アメリカ、イギリス、ドイツ、日本、イタリア、カナダ）および  

        欧州連合  

• アウトリーチ会合招待国・組織： 

 ラオス, ベトナム, インドネシア,  

 バングラディッシュ, スリランカ,  

 パプアニューギニア, チャド, 国際連合,  

   経済協力開発機構, アジア開発銀行,  

 世界通貨基金, 世界銀行 

• メディア：約5,000人（メディアセンター） 

• 警備：三重県内 約 2万人 

 



三重県伊勢保健所 

• 三重県南部、3市4町を管轄する県型保健所 
• 管内面積1145.74/㎢ 
• 管内人口約24万人 
  （伊勢市12万7千人 志摩市4万9千人） 
   サミット会場の賢島は人口98人（2016年1月末） 
• 高齢化率 33.6 
  （サミット会場の志摩市は38.0） 

 



It’s a small world after all! 



マスギャザリング・イベントにおける 
感染症対策 

〇国立感染症研究所・ＦＥＴＰの活動 
  期間：2016年5月16日～5月28日  
 
〇保健所の事前準備（感染症対対策） 
  ・研修会見学（ＤＭＡＴ研修、ＮＢＣテロ研修） 所内勉強会 
  ・宿泊施設（旅館・ホテル）への啓発・指導・相談対応 
  ・住民への感染症対策啓発 
  ・期間中の疑似症サーベランス拡大について地区医師会への説明。 
 
            セキュリティー ＶＳ 情報共有 
 
 

・事前の地域における感染症サーベイランス, リスク評価 
・イベント開催中の感染症のモニタリングによる異常の早期探知と対応 
・イベント終了後の地域における感染症のモニタリングやイベント開催前との比較 



伊勢志摩サミットにおける 

感染症サーベイランスシステム 

  【従来からのサーベイランス】 
・感染症発生動向調査事業（全数把握・定点把握） 

・感染症発生動向調査事業における疑似症サーベイランス 

  （定点数を増加させた拡大版 伊勢保健所管内38／全７１医療機関） 

  2016年3月22日～6月6日 実施 

・学校・保育園欠席者サーベイランス 

・薬局サーベイランス 

【新しいサーベイランス】 
 

 医療機関強化サーベイランス   

    4医療機関に1日2回、ＦＥＴＰが訪問、聞き取り 
 

・救急搬送サーベイランス  

・警察サーベイランス  
 

 



医療機関強化サーベイランス（ＦＥＴＰ） 

• 実施医療機関 
1. 伊勢志摩地区の 4 医療機関  

 

• 期間と方法 
1. 5月17日～28日の12日間は国立感染症研究所感染症疫学センターおよびFETPが現地に

駐在し, 4 医療機関を午前と午後に訪問して情報を収集。5月29日～6月7日は午前のみ電
話で感染管理担当者等から情報を収集した.  

2. 1日2回の確認により、イベント発生とその確認・評価のタイムラグを可能な限り短縮 
 

• 探知対象疾患及び事例 
1. 麻しん、風しん、水痘、髄膜炎菌感染症、感染性胃腸炎、輸入感染症及びテロが想定され

る感染症 

2. 疑似症に該当する症例 

3. 平時と異なる診療状況（サミット関係者・同一症状の集積） 

 

 

 

 

 

 

Event  based surveillance （”何かおかしい”の情報収集） 

結果：散発性の市中感染を探知できた。 

    サミット関係者のムカデ、ダニの咬傷、脱水症、インフルエンザ等を探知できた。 



• 疑似症の定義 
 1号：摂氏38度以上の発熱及び呼吸器症状（明らかな外傷又は器質的疾 

      患に起因するものを除く） 

 2号：発熱及び発しん又は水疱 
 

• サーベイランス体制の強化 

1. 全域で  ７１ 医療機関（伊勢保健所管内38機関）を指定届出機関 

      実施期間：2016年3月22日～6月6日 

 

 

→   結果：報告数はゼロだった。 

   課題：報告対象すべき事例を明確化する必要がある（例示集作成等） 

 

疑似症サーベイランス拡大版 



会場の位置 

サミット会場 
現地対策本部 
伊勢保健所 
（志摩市駐在） 

 

伊勢保健所 
伊勢神宮 

国際メディアセンター 

三重県庁 



セキュリティー ｖｓ 情報共有 

セキュリティーは大事。それでも…事件は現場で起こっている。 



伊勢志摩サミットのレガシー 

• 1人１人の感染症対策が集合して、国全体の
そして世界全体の感染症対策になる。 

• まずは足元が最も重要。 

• １人１人の感染症対策が、グローバル感染症
対策につながる。 



2019年8月24日の風景 



東京オリパラ  
全国各地がホストタウンに！ 

伊勢保健所管轄では… 

 

• 伊勢市 ラオス 

• 志摩市 スペイン 







地域保健総合推進事業 
新興再興感染症健康危機管理推進事業（井澤班） 

2018年度の取り組み 

• 新興（または大規模）感染症発生時の疫学的業務
及び情報公開、情報共有の課題に関する検討 

• 麻しん対応についてのアンケート調査 

• 公衆衛生医師に必要な感染症学習事項の整理 

• 疾患への対応の助言（蚊媒介感染症など  必要
に応じて助言改訂） 



地域保健総合推進事業 
新興再興感染症健康危機管理推進事業（井澤班） 

2019年度の取り組み 
• 新興（または大規模）感染症発生時の疫学的業務及び情報公開、 
 情報共有の課題に関する検討 
  （ＮＥＳＩＤファイル共有、疑似症サーベランス、定点の見直し、 
   1類感染症情報公開など） 
• マスギャザリング・イベントにおける取り組み強化に関する検討 
   ラグビーワールドカップ開催地の感染症対応について 
   アンケート調査 
• 広域にわたる集団発生事例の対応に関する支援の検討 
• 疾患への対応の助言 （蚊媒介感染症など） 



One for all, 
ひとりはみんなのために 
みんなはひとりのために 

all for one 



ご清聴ありがとうございました。 


